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一般質問

答
中
嶋
　
町
長

答
中
嶋
　
町
長

問

問

　
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
十
年
目
を
過

ぎ
ま
し
た
が
、
死
者
六
千
四

百
三
十
六
名
と
い
う
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
で
犠
牲
に
な
っ

た
方
々
の
半
数
以
上
が
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
の
出
来
な

い
高
齢
者
や
障
害
者
と
い
う

災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
て
い
る

方
々
で
す
。
そ
こ
で

①
当
事
者
の
防
災
に
啓
発
の

　
推
進

②
地
域
に
お
け
る
防
災
ワ
ー

　
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用

③
避
難
場
所
と
示
す
誘
導
等

　
の
設
置

④
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
活

　
動
の
推
進

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

　
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
る
方

が
ど
こ
に
住
ん
で
あ
る
か
と

い
う
問
題
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
等
含
め
、
区
長
さ
ん

を
中
心
に
民
生
委
員
さ
ん
、

消
防
団
、
青
少
年
指
導
委
員

会
等
で
の
組
織
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　
大
災
害
等
、
自
衛
隊
・
警

察
・
消
防
が
出
動
し
て
も
初

期
段
階
で
は
、
誰
が
不
明
と

い
う
こ
と
等
、
地
域
の
人
で

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
人

た
ち
の
結
び
つ
き
を
強
く
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
誘
導
灯
に
つ
い
て
は
、
防

災
計
画
が
出
来
上
が
り
次
第

設
置
し
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
、
七
箇
所

に
避
難
所
の
標
識
、
十
三
箇

所
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の

誘
導
灯
を
設
置
予
定
で
す
。

　
先
日
の
寝
屋
川
市
の
小
学

校
で
の
事
件
は
大
変
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
た
わ
け
で
す
が
、

学
校
の
通
学
路
で
の
犯
罪
は

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
警
察
庁
と
国
交
省
は
平
成

十
六
年
十
二
月
よ
り
民
間
団

体
、
地
方
公
共
団
体
が
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
使
用
す
る
車

に
青
色
回
転
灯
を
装
備
す
る

申
請
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

防
犯
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
配
信
シ
ス
テ

ム
防
犯
情
報
メ
ー
ル
等
々
あ

り
ま
す
が
、
我
が
町
も
安
全
、

安
心
の
防
犯
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

　
青
色
回
転
灯
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
時
間
が
か
か
っ
た
り

手
続
方
法
等
あ
り
ま
す
が
、

関
係
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ま
た
、
自
主

的
な
組
織
等
が
配
置
さ
れ
れ

ば
積
極
的
に
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
た
ち
の
車
、
地

域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
車

に
装
備
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
役
場
公
用
車
が
現
場
等

に
行
く
時
、
青
色
回
転
灯
を

つ
け
て
現
場
視
察
を
行
え
ば

二
重
の
防
犯
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
メ

ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
当
分
見
合
わ
せ
て
近

隣
町
の
運
用
状
況
を
見
守
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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青
色
回
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し
た
自
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青
色
回
転
灯
を
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備
し
た
自
動
車
や

自
主
防
犯
携
帯
に
よ
る
防
犯
の
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組
み
は

自
主
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犯
携
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よ
る
防
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青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
自
動
車
や

自
主
防
犯
携
帯
に
よ
る
防
犯
の
取
組
み
は

3
月
議
会
を

月
議
会
を

　
　
　
　
終
え
て
　

終
え
て
　

3
月
議
会
を

　
　
終
え
て
　ペ

イ
オ
フ
全
面
解
禁
後
の

　
　
　
公
金
運
用
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の
公
金
運
用
は
、

今
ま
で
の
収
益
性
優
先
か
ら

元
本
確
保
を
最
優
先
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
、
平
常
時
か

ら
金
融
機
関
の
経
営
状
況
を

把
握
し
、
安
全
な
金
融
機
関

の
選
択
を
行
い
、
確
実
か
つ

有
利
な
公
金
の
管
理
に
努
め

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

介
護
保
険
　
グ
ル
ー
プ
別

　
保
険
料
の
導
入
に
つ
い
て

　
市
町
村
合
併
に
よ
る
脱
退

と
再
加
入
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
度
の
広
域
連
合
構
成
市

町
村
は
七
十
一
市
町
村
か
ら

六
十
市
町
村
と
な
り
、
介
護

保
険
料
の
見
直
し
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
認
定
者
数
の
増

加
と
介
護
給
付
費
の
上
昇
な

ど
も
併
せ
て
検
討
、
考
慮
し

た
結
果
、
介
護
保
険
料
の
変

更
お
よ
び
高
齢
者
一
人
当
た

り
の
給
付
負
担
額
を
高
い
方

か
ら
順
位
付
け
、
偏
差
値
化

し
て
市
町
村
順
位
を
決
定
し
、

市
町
村
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
介
護
保
険
料
を
設

定
す
る
「
グ
ル
ー
プ
保
険

料
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
粕
屋
地
区
で
は
五
町
（
久

山
町
・
宇
美
町
・
須
恵
町
・

志
免
町
・
篠
栗
町
）
が
中
位

グ
ル
ー
プ
（
Ｂ
グ
ル
ー
プ
）

新
宮
町
が
下
位
グ
ル
ー
プ

（
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
所
一
元
化

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た

る
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ

れ
る
極
め
て
重
要
な
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
で
も

幼
稚
園
・
保
育
所
一
元
化
審

議
会
を
設
置
し
、
そ
の
施
策

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
幼
児
期
の
教
育
に
は
、
幼

稚
園
・
保
育
所
・
家
庭
・
地

域
社
会
が
連
携
・
協
力
し
て

子
供
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、

①
四
歳
児
〜
五
歳
児
の
教
育

　
内
容
の
一
元
化

②
職
員
の
人
事
交
流
に
よ
る

　
一
元
化

③
保
育
時
間
の
弾
力
化

④
幼
・
保
交
流
事
業
の
実
施

⑤
小
学
校
と
の
連
携

⑥
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

等
に
つ
い
て
、
検
討
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
本
町
で
も
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
総
合
施

設
と
し
て
の
幼
児
園
構
想
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
で
も
幼
・
保
一
元
化

調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
今
後
と
も
充
分

な
連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長澤 誠司 議長

中嶋　裕史 町長

町長報告町長報告町長報告

　
こ
の
度
、
福
岡
県
西
方
沖

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
第
一
回
定
例

会
は
通
常
、
予
算
議
会
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
総
額
六
十
九
億
七

千
六
百
万
円
で
昨
年
よ
り
率

に
し
て
五
・
一
％
、
金
額
で

三
億
七
千
四
百
万
円
の
減
額

で
、
こ
れ
は
平
成
七
年
度
・

八
年
度
の
減
税
補
て
ん
債

（
借
金
）
の
返
済
に
充
て
た

三
億
七
千
四
百
万
円
が
減
少

し
た
主
な
要
因
で
あ
り
ま
す
。

　
今
議
会
は
、
議
員
提
出
議

案
一
件
・
全
員
賛
成
、
意
見

書
一
件
・
賛
成
多
数
、
請
願

一
件
・
不
採
択
、
陳
情
一
件

・
不
採
択
、
予
算
に
対
し
て

質
疑
、
請
願
・
陳
情
に
対
し

て
の
討
論
と
、
い
つ
に
な
く

活
発
な
意
見
の
多
く
出
た
会

議
で
し
た
。

　
昨
年
の
今
頃
は
南
部
三
町

の
合
併
協
議
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
平
成
十
七
年
四
月
一
日
よ

り
合
併
新
法
（
平
成
二
十
二

年
迄
）
五
ケ
年
の
間
に
新
た

な
枠
組
み
、
多
く
の
諸
問
題

に
つ
い
て
議
論
が
深
ま
っ
て

い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
も
厳
し
い

予
算
で
す
が
、
議
会
も
後
押

し
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
ご
理
解
等
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

同じ園庭で遊ぶ幼稚園児と保育園児


